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(600字／
200words)
	本パネルは「技術が文化的知の『生産物』であるのか、それとも『条件』であるのか？」という問題を中心に組織される。発展してゆくテクノロジー的状況の中で、人文科学にはわれわれの知的オリエンテーションに貢献することがますます期待されるが、果たして、これまで展開された理論の諸形態は、このような期待に応えるものであろうか。
　いわゆる現代の情報技術のみならず、より古典的な機械技術も含めての「テクノロジーの歴史的発展」において、テクネー（技術・知）とエピステーメ（認識・知）における地殻変動は常に連動した形で現れる。例えば「時計」を例にとるなら、ごく単純なメカニズムであるにもかかわらず人間社会における世界認識を覆す機械が誕生したと言える。同様に、20世紀冒頭に現れるメディア技術もまた、見る・聞く・書くことの条件を深く変化させたと考えらえる。しかし、技術的アーテファクトを中心とする歴史分析がしばしば「決定論」的傾向に走りがちだったことも周知の事実で、その問題は、エピステーメとテクネーの相互作用が一方的に後者の特徴から論じられたことに因る。他方、技術が文化や社会の意思に従う「構築物」に留まらないことも広く共有されている理解である。　

　技術を「道具」として操りながら、われわれの主体性、夢や欲望は技術環境のなかで形成される。とするなら、技術決定論と社会構成主義のアポリアに捉われない理論的展望はますます期待される。そもそも、テクネーとエピステーメの歴史的関係を「対立」として捉えるべきなのか。これら問題を巡って、パネリストはそれぞれの観点から議論を行う。
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機械技術の文化史。ルイス・マンフォードの反時代的アクチュアリティについて

	
	（発表要旨　600字／200words）

　本発表は、ルイス・マンフォード『技術と文明』の再考を通じて、われわれの現代社会をとりまく技術環境を歴史的に分析するための理論的展望を探る。その核心的な問題関心は、技術の歴史的展開が、単なるアーテファクトや道具を生み出すのみならず、テクノロジカルと呼べる思考様式（Denkform）と生活様式（Lebensform）の誕生と深く結びついている点にある。
　マンフォードの分析では、「時計」を初めとする様々な機械技術が文化に残したインパクトとともに、歴史上の文化様式が技術に残した「かたち」が、相互に関連しあうものとして考察される。なかでも注目すべきは、このような「技術複合体」(Technological Complex）の発展に伴う社会的統御のレジームである。鉱山・工場・戦場という、20世紀における「軍産複合体」の誕生を兆す歴史的風景の中で、進歩と破局の弁証法は絶えず繰り広げられる。そして、この渦の深部で動く「マシン」は、人体と物体の区別が働かないゆえの強力な連結作用を成り立たせる、「知」と「権力」の結節点に他ならない。
　このマンフォードの機械文明論は、フーコーを初めとする多くの批評的歴史家の先駆として、技術と組織と権力の問題に鋭い視野を切り開いたが、また同時に、自らの時代の思潮に束縛されたものでもあった。発表の最後では、マンフォードの論が基づく概念のアーキテクチャーに焦点を当て、マルクスに遡る「疎外論」の系譜や、19世紀の生気論に根ざす「生命」の形而上学の痕跡を浮き彫りにしつつ、今日的な技術環境を歴史化するためには、いかなる理論的展望が必要かと問いかけてみたい。
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